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水稲新　品種　「山　形54号」　の　特　性
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1　は　じ　め　に

1991年のはえぬき，とまんなかのデビュー以来山形県内

における両品種の作付けは着実に増え，特にはえぬきは栽

培面積の約半分を占めるまでになった。

山形県立農業試験場庄内支場では，はえぬき．どまんな

か以降，育成日槙を早生と晩生に焦点をしぼった品種育成

を行ってきた。特に早生品種は中山間，山間部の安定生産

に貢献するだけでなく，直揺栽培や平坦部の作業適期幅拡

大のための組み合わせ品種としての要望も強いため力をい

れて依り組んできた。

このような要望に応える高品質．良食味の早生品種とし

て「山形54号」を育成したので，その特性について報告す

る。

2　育　成　経　過

「山形54号」は1988年に山形農試庄内支場において「庄

389」を母親に「東北143号」（後のひとめぼれ）を父親に

人工交配を行い．翌年F2世代で薪培養し，その後代を系

統育種法により養成選抜したものである。

1991年F2A2世代より生産力検定試験と各種特性試験を

行った。熟期．品質∴耐冷性．食味などの特性が優れてい

たため．1993年より「山形54号」の地方番号を付して山形

県の奨励品種決定調査に供試した。4ヶ年の調査で品質，

食味の年次間，地域間差が小さく安定していることが認め

られ1997年2月に優良品種に採用された。なお，「山形54

号」は，本県において荊培養で育成した最初の品種である。

3　特　　　　　性

「山形54号」の出穂期はキヨニシキよりやや早く，成熟

期は，はなの舞とキヨニシ牛の中間となる山形県では早生

の晩の熟期である。

キヨニシキより梓長．穂良はやや長く，棟数はやや多い

中梓・中間型である。

己の長さ，多少はキヨニシ手並の中である。ふ先色は黄

白一耐倒伏性はキヨニシキ並の中である。

耐冷性は育成地において1991年～1996年の4カ年とも極

強の基準品種であるトドロキワセ，はなの舞よりも不稔歩

合が低く極強と判定された。穂発芽性は，はなの舞並のや

や難である。

いもち病の真性抵抗性遺伝子型は戸上」と推定され，は

場抵抗性は柔いもち，穂いもちともに中程度である。自棄

枯病抵抗性はやや弱である。

裏1　山形54号の特性一覧（1992－1996年の平均値）

品種名　　　　　山形54号　　はなの舞　キヨニシキ

熟期　　　　　　　　　早生の晩　　早生　　　中生

草型　　　　　　　　　　中間型
出穂期（月／日）　　　　8／3
成熟期（月／日）　　　　9／12
梓長（cm）
穂長（cIl）
穂数（本／ポ）
己の多少・長短
ふ先色
耐倒伏性
耐冷性
穂発芽性
いもち病真性抵抗性遺伝子型

葉いもち
穂いもち
自棄枯病

玄米垂（也／a）‘
千校垂（g）

㌫
鮎
中
観
咽

偏穂重型　　偏穂重型

8／1　　8／5

9／10　　　9／17

82　　　　　79

18．0　　　17．5

452　　　　462

締・やや短　やや多・中

競
帖
…
い
、

黄白

中

やや弱

やや易

Pトg Pトg Prα

中　　　やや亜　　やや強

中　　　　中　　　　中

やや弱　　やや弱　　　中

54．6（57．3）55．7（59．4）58．0（58．7）

21．9　　　　21，5　　　　22，1

品質（1－9）‥　　　　　3．8（80．3）　4．8（72．4）6．2（71．5）

食味●‥　　　　　　　　　　0．1　　－0．4　　　－0．7

粗タンパク含有率（％）　　7．7　　　　7．8　　　　7．9
アミロース含有率（％）　　20．5　　　20．5　　　20．4
精米自度　　　　　　　　39．4　　　37．9　　　38，7

注．　　＊：（）内　多肥区の値
＊＊：（）内整拉歩合（％）

＊＊＊：基準　庄内支場産ササニシキ
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表2　耐冷性検定結果（育成地）

1993年　1994年
出穂期　不捻　出桓期　不稔

歩合　　　　歩合

（％）　　（％）

1995年　1996年
出闘　不捻　出酬　不稔

歩合　　　歩合

（％）　　（％）

山形54号　8／2127．2　8／12　3．3　8／2011．9　8／15　8．5

は　な　の舞　8／17　29．8　8／5　6．4　8／1514．3　8／1214．4
キヨニシキ　8／2156．18／12　25．18／2148．5　8／18　80．1

トドロキワセ　8／24　22．2　8／117．7　8／2116．4　8／1815．1

玄米千粒垂はキヨニシ牛よりやや軽く，収量性はキヨニ

シ与，はなの舞よりやや劣る。

品質は，はなの舞よりも1ランク良く整拉歩合も高い。

1994年～1996年の奨励品種決定調査における検査等級も3

ヶ年を通じてすべて一等米に格付され，特に1の上にラン

クされたものが40％を占め，抜群の良質を誇る。年次変動，

地域間の変動が少なく安定した良質品種であることが実証

された。

この高品質は主に母親である「庄389」から受け継がれ

たものと考えられる。「庄389」は耐冷性が強く，品質が極

めて良いという長所がありながら収量性と食味が不十分で

地方番号が付与されなかった系統である。この欠点を補う

ために良食味の「東北143号」と交配し，良質，良食味品

種をめざした。その後代から「山形54号」が選抜されたこ

とになる。

食味は育成地ではササニシキ並からやや上回る。奨励品

種決定調査の食味試験でもほとんどがササニシキと同等か

＋の評価であり，＋の有意差を示したものも6点あった。

このことから「山形54号」の食味はササニシキ並からやや

優り，早生としてはかなり高いレベルにある。

食味関連理化学特性は，組タンパク含有率，アミロース

表3　品質（1994－1996年）

検査等級（％）
1上　1中　1下　1等米　2等米

山形54号　　40　　　22　　　38　　100　　　0
はなの舞　12　　　21　　53　　　86　　14
キヨニシキ　　12　　　20　　　54　　　86　　　14

注．奨励品種決定調査成績

表4　食味

食味総合評価
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注． 奨励品種決定調査成績
基準米：ササニシキ
n：実施場所数
＊：5％水準で有意差あり

含有率ともはなの舞並である。精米自度が高く，かねてよ

り目標にしていた抱精歩合が90％の場合の精米白度が40に

近い白さをもつ品種としても評価される。

直播栽培においては，1995年～1996年に育成地で湛水直

播試験に供試した結果，出穂が早いことや，苗立ち率，倒

伏等からみて現在直楢に用いられているどまんなかより優

る結果を得ており，直播適性の高い品種としても期待され

る。

表5　「山形54号」の直播栽培成績

年次　品種名　苗立率出穂期　梓長　靴　倒伏　玄米垂千拉垂　品質

（％）　　（皿）（本／め（0－4）（厄／a）（g）

195　山形朗号　75　8／12　81　4211．0　41．7　22．8　3

どまんなか　72　8／16　79　466　1．7　43．6　23．1　3

■96　山形54号　72　8／15　86　532　0．3　53．8　22．9　3

どまんなか　63　8／19　82　505　0．5　53．4　22．6　3

注．育成地成績：播種様式　湛水粂描

4　ま　　と　　め

新品種「山形54号」は，山形県における荊培掛こよる第

1号品種である。熱期ははなの舞とキヨニシキの中間にあ

たる早生の晩で中梓中間型の草型である。

耐冷性が極強で，極良質，良食味という特性を備えてい

ることから，山形県内の平坦から中山間地帯に適応し，平

坦地帯では刈り取り適期幅拡大の組み合わせ品種又は直播

用品種として，中山間地帯では冷害に強い主要品種として

期待される。

－38－


